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0'.7、ビーム能率は η田 0.87、大気込み雑音温度はおよそ 2000K (SSB)であった。また太陽の観測から 9'.4
の対称性の良いビームを持つことを確認した。また。空冷効率が低下する高地対策として分光計および中問
題波数系に冷媒循環装置を実装し、運用実績を得た。さらに上記の評価試験を経てM17領域のCO(J二4-3)
輝線による試験観測を行い、コロンピア 1.2m鏡による CO(j二 1-0)輝線との強度比較から分子ガスの温度と
密度という物理量を算出した。
審査の結果の要旨
本論文では、サブミリ波からテラヘルツ波において地上で最高の観測環境を有する一方、その特殊な環境
から望遠鏡の設置には多くの困難を伴う南極ドームふじ基地に設置して観測に供する初めての望遠鏡一式を
開発した。望遠鏡を 5分割して人力だけによる運搬建設を可能とする可搬型とし、しかしそれに伴う光学軸
のずれを発生しない構造上の工夫を行い、低大気圧でも過熱しない方策の採用など多くの創意工夫と精密な
性能測定を行って、 CO(j二4-3)輝線の銀河面掃天観測というユニークな観測に供することのできる望遠鏡を
完成した。これによって銀河系の構造と大局的星形成の解明並びに南極天文学の推進に大きく貢献すると期
待され、高く評価される。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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